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概　要

分　類 工  法 施工機械 材料 製品

（該当欄に○） ○

新技術等の対象条件 ア 県内に存在する本支店や製造工場により開発されたもの ○

（該当欄に○） イ 主として県内産資材を使用し、県内に存在する製造工場により生産されたもの ○

活用効果

項　　　目

機能性 向上 同程度 低下

耐久性 向上 同程度 低下

施工性 向上 同程度 低下

安全性 向上 同程度 低下

施工時の自然環境
への影響

低下 同程度 増加

コスト縮減 向上（　　　％） 同程度 低下（　　％）

工　　程 向上（　　％） 同程度 増加（　　％）

施工実績 発注者名 工事名 工　期 発注者名 工事名 工　期

境港管理組合
外港中野地区中野ふ
頭造成工事 平成26年1月

鳥取県西部総合事
務所米子県土整備
局

猿喰谷川砂防流路工
事(小規模砂防) 平成25年11月

大山町 町道山村線改良工事 平成25年1月

制度名 証明機関

名称及び番号 証明年月日

制度名 証明機関

名称及び番号 証明年月日

特許、実用新案
名称及び
特許番号

取得年月日

ＮＥＴＩＳ登録
名称及び
登録番号

登録年月日

購入土(山土)

従来技術と同等

焼却灰を原料とした資材の製造方法
＜特許第4846876号＞

その他機関による
証明や評価

鳥取県認定グリーン商品

国関係機関による
技術審査証明や評
価※２

エコソイルＲ
第87号

設計及び修正CBR、軟弱地盤上盛土で現場CBR・現場
コーン指数値が従来技術より向上

従来技術と同等

H23.10.21

鳥取県商工労働部立地戦略課

H20.8.19

比較する従来技術

①何について何をする技術なのか?
・焼却灰(フライアッシュ)を主原料としてリサイクルした土木資材で、従来技術の購入土(山土)と同等な単価でCBR値
が高く良好な盛土材、路床材を提供する
②従来はどのような技術で対応していたのか
・盛土材料は通常流用土が用いられるが、流用土を調達できない場合や、盛土材として適さない場合は、購入土(山
土)が用いられている
・比較対象は購入土(山土)
③公共工事のどこに適用できるのか?
・路床盛土工事、路体盛土工事、軟弱地盤への仮設道盛土工事
④その他
・締固め可能な最適含水比が高く、湧水の出る場所や水マサ・水田等、従来技術では対応出来ない軟弱地盤に盛土
できます。
・製品は用途により、「300～0mm」、「80～0mm」と各粒度があります。
・施工場所により、300mm以上の製品が必要な場合はご相談下さい。 

県内公共工事 8件 県外公共工事　 　件

施工実績が多い場合
は直近の工事３件を
記載し、その他は別

紙とすること。

従来技術と同等

本技術の使用により、産業廃棄物の発生抑制に寄与する

新技術等登録申請用紙

活用の効果

開発者等

従来技術と同等

MA251204-50 平成25年12月4日

新技術名称 エコソイルR

従来技術と同等

比較の根拠

saito@daikyou-g.co.jp http://www.daikyou-g.co.jp/eco/index.html

鳥取県米子市蚊屋２３５番地２

株式会社　大協組 環境建設事業部

齋藤　秀貴

様式２
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【②エコソイルＲ】



■長　所

■設計時

■施工時

■維持管理時

　施工歩掛 材料単価

適用条件

■適用できない範囲

留意事項

特になし

・CBR値 3以下の軟弱地盤上への施工では、事前にご相談下さい
・「エコソイルR」は、 締固め率C=0.95(山土C=0.90)、ほぐし率L=1.20(山土L=1.25)で換算する、
・エコソイルR「300-0」10.000m3以上、「80-0」1.000m3以上のご注文は、約3ヶ月前までに要予約 

特になし

■適用可能な範囲

残された課題と今後の開発計画

添付資料

①今後の課題
・エコソイルRの更なる用途拡大
②対応計画
・鳥取大学・宇都宮大学・国立米子工業高等専門学校と共同研究し、焼却灰固化製品の特性を生かした新商品開発に取組んでいます

■短　所

■県土木工事標準積算基準書(平成24年版)
■その他公的機関が制定した基準

（基準名：国土交通省土木工事積算基準(平成24年
版)）
□協会歩掛（協会名： ）
□カタログ歩掛、 □無

□掲載あり
（□建設物価、□積算資料）

■無

従来技術との施工単価の比較

①適用可能な範囲
・路床盛土工事、路体盛土工事、軟弱地盤上への仮設道盛土工事
②特に効果の高い適用範囲
・流用土が調達出来ない場合、購入土の山土と同等な単価で提供できます

・CBR= 1以下への盛土の場合は、現場条件等によっては適用出来ない場合がありますので、事前にご相談下さい

※１　は記入しないでください。

資料-1　パンフレット 資料-5　特許証
資料-2　施工代価表 資料-6　計量証明書
資料-3　使用実績表 資料-7　グリーン商品認定証
資料-4　試験結果報告書 資料-8　NETIS登録資料

※２　新技術情報提供システム（NETIS）の場合、事後評価を受けたものが対象となります（登録のみは対象外）。

※ 記入欄が不足する場合は、別紙として添付してください。

特　徴

・施工箇所により防塵処理が必要な場合がある。

・工場製品なので安定した品質、従来技術(山土)の産地や地山の変化による品質にバラツキがない
・CBR値3程度の軟弱地盤上に直接盛土することで、置き換え工等を省け、コスト削減・作業工程短縮となる
・最適含水比値が54.0%と高く、95%締固め可能な範囲が約46.4%～67.4%までと、非常に広い範囲で締固めが可能であり、降雨時や軟弱地盤にも適用範
囲が向上した
・90・95%の締固め度が確保されれば、山土より大きなせん断応力・現場CBR値が得られる良好な盛土材
・特に軟弱地盤上では、山土(購入土)より薄い施工厚で強度確保ができるため、材料費の縮減ができる
・産業廃棄物のリサイクル製品を使用することで、天然資源の温存により環境負荷の低減に貢献できる
・リサイクルによるコスト縮減・廃棄物の低減効果が図れ処分場の延命や循環型社会に貢献できる
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